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Abstract: Recently, the discussion on the introduction of marine education to schools has been actively done. In 
Japan, the issues surrounding sea are diverse in each region. In order to practice marine education (included 
fisheries education) in schools, the partnership of school and society is important. The partnership in fisheries high 
schools is able to be classified into six types. This practice will bring up students to citizens who can think and act 
for sustainable future.








































































平成 21年 （2009年） 3月に改訂が行われたものであり、平


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 http://rcme.oa.u-tokyo.ac.jp/aboutus/intro.html （2014年 10月閲覧）
 6 文部科学省　教育振興基本計画
 http://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/ （2014年 10月閲覧）
 7 文部科学省「教育振興基本計画（平成 20年 7月 1日）」
 http://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/detail/__icsFiles/afieldfi
le/2013/05/16/1335023_002.pdf （2014年 10月閲覧）
 8 前掲文献 6






























20 前掲文献 11 p.68
21 前掲文献 1 p.82
22 前掲文献 1 p.82







































報数 発表年度 開催回 分類 研究発表と協議（討議）テーマ




52 平成 24 48 職業・キャリア教育 次時代を捉えて、水産・海洋教育におけるキャリア教育及び職業教育のありか
たについて、その特性を生かしながらいかに進めるべきか
地域連携 新学習指導要領を踏まえ、地域の発展に寄与する人材をいかに育てるべきか





50 平成 22 46 地域連携 地域と連携し、社会の期待に応える水産・海洋教育はどのようにあればよいか
教科指導 新学習指導要領を踏まえて、これからの水産・海洋系教育のあり方はいかにあ
るべきか




48 平成 20 44 地域連携 地域に密着し、期待にこたえる水産・海洋教育はどのようにあればよいか
職業・キャリア教育 水産・海洋教育系高校におけるキャリア教育の推進はどのようにあればよいか

































40 平成 12 36 職業・キャリア教育 地域連携 産業界や地域との連携への取り組みはどのようにあればよいか
教科指導 完全学校週 5日制を踏まえて魅力ある教育課程を編成するためにはどのような
工夫をすればよいか










37 平成 9 33 職業・キャリア教育 教科指導 水産系専門高校として、資格所得への取り組みはどのようにすればよいか
職業・キャリア教育 教科指導 専門性を高める教育機関（大学・専攻科）への進学希望者の拡大と実現に向け
た取り組みはどのようにあればよいか
36 平成 8 32 職業・キャリア指導 教科指導 水産系専門高校として、資格所得への取り組みはどのようにすればよいか
教科指導 学校週 5日制の月 2回実施に対し各学校の取り組みについて
35 平成 7 31 教科指導 水産教育の活性化に対する各学校の取り組みについて
教科指導 学校週 5日制の月 2回実施に対し各学校の対応について
34 平成 6 30 教科指導 水産教育の活性化に対する各学校の取り組みについて
教科指導 科目『水産情報処理』の内容及び指導方法はいかにあるべきか
33 平成 5 29 教科指導 科目『水産一般』の内容及び指導方法はいかにあるべきか
教科指導 科目『課題研究』の内容及び指導方法はいかにあるべきか
32 平成 4 28 教科指導 科目『水産一般』の内容及び指導方法は以下にあるべきか
教科指導 科目『課題研究』の内容及び指導方法はいかにあるべきか
31 平成 3 27 教科指導 新しい学習指導要領に基づく各学科の教育課程の編成について
教科指導 課題研究の内容及び指導方法はいかにあるべきか
30 平成 2 26 教科指導 新しい学習指導要領を踏まえた各科の教育内容はいかにあるべきか
教科指導 新しい学習指導要領への移行はどのようにしたらよいか
29 平成 1 25 教科指導 新しい学習指導要領を踏まえた各学科の教育内容はいかにあるべきか
教科指導 情報教育・指導内容・効果的な指導法
28 昭和 63 24 校内連携・改善 教科指導 これからの時代に適応した学科の改編と教育内容
教科指導 情報教育の指導内容と効果的な指導方法
27 昭和 62 23 校内連携・改善 教科指導 各学科の活性化を目指した教育活動
校内連携・改善 これからの時代に適応した学科の改編と教育内容
26 昭和 61 22 校内連携・改善 教科指導 魅力ある学習指導の展開
校内連携・改善 教科指導 各学科の活性化を目指した教育活動
25 昭和 60 21 地域連携 地域に根ざした水産教育はどのようにしたらよいか
教科指導 魅力ある水産教育を展開するためには学習指導はいかにあるべきか
24 昭和 59 20 校内連携・改善 教科指導 生徒に目的意識や進路意識を持たせるための魅力ある学校づくりはどのように
したらよいか
地域連携 地域に根ざした水産教育はどのようにしたらよいか




22 昭和 57 18 教科指導 水産に関するプロジェクト学習の教育課程への位置づけとその指導方法はどの
ようにしたらよいか
教科指導 新学習指導要領に基づく水産に関する学科と実験・実習の関連について
21 昭和 56年 17 教科指導 各教科の充実した授業展開を図るには、その指導方法はどのようにしたらよい
か
校内連携・改善 教科指導 自由裁量・ゆとりの時間をどのように活用したらよいか
20 昭和 55 16 教科指導 新学習指導要領による教育課程の編成はどのようにしたらよいか
教科指導 新学習指導要領による各学科の「総合実習」の効果的な指導方法はいかにある
べきか
19 昭和 54 15 校内連携・改善 新学習指導要領が実施されるまでの各学科の移行措置はどのようにしたらよい
か
校内連携・改善 くくり募集、混合学級を考えるとき学年経営はどのようにしたらよいか
18 昭和 53 14 校内連携・改善 教科指導 水産高校における教育課程はどのように改善したらよいか
職業・キャリア教育 教科指導 水産高校における後継者の育成はどうあるべきか
17 昭和 52 13 教科指導 水産高校における基礎教育をどのようにしたらよいか
校内連携・改善 教科指導 水産高校における教育課程をどのように改善したらよいか




15 昭和 50年 11 教科指導 専門教科の班別指導をどのようにしたらよいか
教科指導 視聴覚教材をどのように活用したらよいか





報数 発表年度 開催回 学校名 活動 分類

























































































































































































































































































































































































































































































































24 昭和 59年 20 鹿児島県立鹿児島水産高
等学校
枕崎市水産加工業会協力による 5日間のかつお節加工実習の実施（水産製造科） 外部組織被支援型
県水産商工部（漁業研修所）が中心となり、水産試験場、栽培センター、漁協等の協
力による 3日間の研修の実施
外部組織被支援型
ホームプロジェクト学習における地域産業の実態調査の実施 外部組織被支援型
新潟県立能生水産高等学
校
新巻きさけの製造実習を毎年実施し、製造から販売までを生徒が行う活動の実施（食
品化学科）
商品・技術開発型
校内養魚施設を活用し、養殖した魚類を校外販売することで生産から販売までを生徒
が行う実習の実施（水産増殖科）
商品・技術開発型
増養殖場における現場実習の実施（地域の養殖技術先進地で行う実習、40年以上継続
して行われている）（水産増殖科）
外部組織被支援型
愛媛県立宇和島水産高
等学校
総合実習においてプロジェクト学習の導入と推進を行い、地域水産業の課題、卒業後の
仕事内容に着目した学習の実施
行事企画・参加型
現場実習において近在の漁港に寄港し、地域漁場の調査、漁業経営者や漁協指導者の
方から講演を聴く活動等の実施
外部組織被支援型
漁協を通して真珠養殖漁家に協力を要請し行う真珠養殖実習の実施（水産増殖科） 外部組織被支援型
地域の水産食品関連企業における製造実習の実施（水産製造科） 外部組織被支援型
青年漁業者技術研究会への漁業科、水産増殖科生徒参加や宇和島地区かまぼこ協議会
への水産製造科の生徒参加
行事企画・参加型
校内における講演会、生徒の意見発表会、プロジェクト発表会へ地元水産業関係者を
招く交流活動の実施
外部組織被支援型
真珠母貝の品評会、かまぼこ技術講習会等地域の行事における学校施設の開放 施設開放・住民参加型
なお、同年発表を行った鳥取県立境港水産高等学校においては、連携という形での教育活動ではないが、地域の
産業界の要請に応えるべく人材の養成に関して、教育課程の見直しの検討（水産業のみならず、さまざまな産業
への就職への対応等）が挙げられていた。
